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国民生活分野における高度AIシステムの事業化に向けた研究開発
（革新的遠隔管理型心臓リハビリテーションシステムの研究開発）
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② リハビリにおける遠隔医療でのアプローチ
医療施設とクラウド経由で繋がることで通院負担なく自宅にいながら
無理なく続けられる遠隔管理型の心臓リハビリシステム
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① 心臓リハビリにおける社会的課題・遠隔医療のニーズ

心疾患は年間20万人の方々が死亡。
がんに次いで第2位の死因。
心疾患の多くは心不全を抱える。

課題1
心疾患の高い死亡率

心不全では心機能が増悪ごとに低下し、
QOLも低下する。
心不全患者は約120万人
再増悪(=再入院率)が高い(35％)

課題2
心不全患者の低いQOL

心臓リハビリテーションが心不全には有効であるが、現状は病院の外来でしか心臓
リハビリテーションを行っていないため、参加率が低い。在宅でリハビリを行うこ
とができれば参加率の向上を期待できる。

ニーズ

センサー＋AIシステム

IoTエルゴメーター
• コンピュータ装置を内
蔵

• インターネットを介し
た遠隔操作

• 心電心拍など状況に応
じた負荷制御

• 回転数の通知

タブレット端末
• クラウド連携型アプリ
• リアルタイムビデオ通話
• 在宅リハビリシステム全体
の異常に自動で対応可能

ウェアラブル心電計
• タブレット端末に心電図
データを無線伝送

• 心電波形の自動解析による不整
脈検知

• 在宅患者の状態をセンサーで把
握・AIを用いた解析

• リハビリ効果の評価

③ 遠隔管理型心臓リハビリシステムにおけるAIシステムの組み込み
（本課題による研究開発）

治験形態:医師主導治験
デザイン:多施設前向き無作為化オープンラベル比較試験、非劣性試験
実施施設:大阪大学（治験代表施設）、他7施設
対象:RH-01群（遠隔心臓リハビリ群）vs 従来治療群（通院型心臓リハビリ群）
症例数:n=128 
主要評価項目:介入前後の6分間歩行距離の変化量

④ RH-01(治験版リモハブシステム)の治験概要と推進体制
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